
第 9 章 

使えるシート集 

 
総合教育センターでは、新学習指導要領に対応した様々な研修を実施しています。しか

し、研修の機会は限られており、すべての先生方に参加いただくことはできません。一方

で、新学習指導要領は、これまでにない大きな改訂です。その中で示される「主体的・対

話的で深い学び」や「カリキュラム・マネジメント」の実現は、こ

れからの社会を生きていく子どもに必要な資質・能力を育むために

必須のものです。 

そこで、第９章では各校種の研修等で使用したシートを掲載しま

した。「主体的・対話的で深い学び」や「カリキュラム・マネジメン

ト」を実現するため、校内研修等にぜひ活用してください。 

（ ※ 掲載したシートは、ＤＶＤに収録されています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中学校 研修シート 

授業設計アイデアシート                 【シート（小中－１）】 

振り返りシート                     【シート（小中－２）】 

 

高等学校 研修シート 

学びのデザインシート                   【シート（高－１）】 

授業実践振り返りシート                  【シート（高－２）】 

「資質・能力の育成につなげるカリキュラム・マネジメント」ワークシート１ 

【シート（高－３）】 

「資質・能力の育成につなげるカリキュラム・マネジメント」ワークシート２ 

【シート（高－４）】 

何から始める？「カリキュラム・マネジメント」（高等学校編） 【シート（高－５）】 

 

特別支援学校 研修シート 

アクティブ・ラーニングの視点からの授業設計シート     【シート（特－１）】 

アクティブ・ラーニングの視点からの授業実践記録シート   【シート（特－２）】 

ワークシート１ 資質・能力を育てるためのカリキュラム・マネジメント 

【シート（特－３）】 

ワークシート２ 「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善 

【シート（特－４）】 

ワークシート３ 教科横断的に取り組む資質・能力の育成   【シート（特－５）】 

掲載シート一覧 
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第９章 使えるシート集 

 

１ 小中学校 研修シート 

 

 (1) 授業設計アイデアシート【シート（小中－１）】 

ア ねらいと特徴 

「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指し、リーフレットの授業設計診断の

４項目に沿って授業を設計するためのシートです。 

このシートを活用することで単元・本時における子どもの姿を具体的にイメージ

することができます。４項目が関連し合っているので、項目間を行き来しながら修

正することができます。指導案の様式では離れてしまう、主発問・学習課題と学習

の成果が横に並んでいるので、それらのつながりが見やすくなっているのが特徴で

す。 

 

イ 使用方法 

・授業設計診断の４項目に沿って、「授業設計アイデアシート」を用いて授業をデ

ザインします。 

・日々の授業において、「主体的・対話的で深い学び」の視点をもった授業を設計

するための思考ツールとして気軽に使用できます。 

・指導案の検討、授業終了後の事後研修でも使えますが、指導案を作成する前に活

用することをお勧めします。 

・単元（または本時）で身に付けさせたい力を学習指導要領で確認してから記入を

始めます。 

 

ウ 留意点 

・単元（題材）・本時の目標の欄（➊）に身に付けさせたい力を具体的に書いた後

は、シートのどこから書いても構いません。 

・一通り記入した後、「主発問・学習課題」と「学習の成果」にずれがないか確認

するなど、項目をもう一度見直すことが効果的です。 
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 (2) 振り返りシート【シート（小中－２）】 

ア ねらいと特徴 

単元（題材）や１時間の授業の前後で、子どもの考えの量や質がどのように変化

したのかを視覚化するシートです。授業前後理解比較法に基づきます。 

単元（本時）の目標に対する３人の子ども（任意）の思考の変化を確認すること

ができます。 

単元（本時）の終末時に子どもが書いた振り返りの記述だけでは、子どもの思考

の変化を読み取ることができないことがあります。また、単元（本時）の始まりか

ら考えが変わっていない場合や、単元（本時）の始まりには既に課題に対する答え

が分かっており、もっと高度な課題を設定した方がよかったという場合もあります。

子どもの振り返りの記述やあらわれを比較すること、単元（本時）の目標に沿った

記述になっているかを検討することを通して、授業改善に生かすことができます。 

 

イ 使用方法 

・３人（例えば、理解度の異なる３人、同一グループに所属する３人などが考えら

れます）の子どもを抽出して、単元（本時）の授業の前後の子どもの考えを記述

し、比較します。（➊・➋） 

・単元（本時）の目標に沿った記述になっているかを確認します。 

・単元（本時）の目標と照らすことが大切なポイントになります。このシートだけ

では、授業の過程や教員の支援等が分かりません。指導案にも目を通した上で使

用してください。 

 

ウ 留意点 

・単元（本時）の始まりと単元（本時）の終末での子どもの記述を比較すること 

で、思考の深まりが捉えやすくなります。 

・このシート単体では学びの過程を見る機能を有していないので、子どもの学びの

深まりを評価するには、他の方法との併用が必要な場合もあります。振り返りシ

ートの効果的な活用方法・活用場面については、今後も小中学校支援課で研究を

進めます。 
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２ 高等学校 研修シート  

 

(1) 学びのデザインシート【シート（高－１）】 

ア ねらいと特徴 

「主体的・対話的で深い学び」を実現するために授業デザインの検討を行うため

のシートです。 

内容をリーフレットの授業設計診断の４項目に焦点化しているので、教科の専門

性を問わない授業検討が可能です。他教科の教員と検討することで、学習者目線で

の授業検討がしやすくなります。また、代表授業を通しての校内研修などにおいて、

「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業設計についての資料として、リーフ

レットと併せて活用できます。 

 

イ 使用方法 

・「解決したい課題や問い」は、実際に生徒に提示する表現で記入します。生徒が

どのように考えるか、感じるかをイメージしやすくなります。（➊） 

・「考えるための材料」は、用意する材料（資料、道具、教材など）の数に応じて

列を区切って表記します。各教科等の特質に応じた物事を捉える視点（見方・考

え方）を働かせて考えられる材料を記入します。また、その材料を使ったときに

想定される活動を記入します。（➋） 

・「対話と思考」には、設定する対話の方法（グループ形態、時間設定、留意事項

など）と、想定される思考のプロセスを記入します。（➌） 

・「学習の成果」には、「解決したい課題や問い」に対する生徒のあらわれを予想し

て、生徒の立場で具体的に記入します。また、育成すべき資質・能力の三つの柱

から評価するための視点について、①習得した知識や重要な概念の内容、各教科

が目指す技能等、②思考・判断した過程や結果をどのように表現しているか、③

主体的に学習に向かう姿と新たな疑問や問いが生まれている様子を記入します。

（➍） 

・授業設計診断の４項目を参照しながら、よりよいデザインになるよう自身で見直

したり、他の教員と協議したりするなどして、授業改善を行います。 

 

ウ 留意点 

・このシートは１時間の授業デザインに限らず、単元などの学習のまとまりに対し

て作成することもできます。 

・他の教員の「学びのデザインシート」を検討するときは、学習者目線になって、

「その問いを聞いたとき、どう感じるか」など率直な意見を伝えます。 

・「学習の成果」（➍）に生徒のあらわれを具体的に記すことで、それぞれの観点の 

目標が明確になり、指導と評価の一体化につながります。 
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(2) 授業実践振り返りシート【シート（高－２）】 

ア ねらいと特徴 

授業後に、授業デザインを振り返り、検討を行うためのシートです。授業前後理

解比較法に基づきます。 

授業後の生徒のあらわれから「主体的・対話的で深い学び」が実現できたかを検

証し、授業改善を図ります。リーフレットの授業設計診断の４項目に沿って検討す

ることで、振り返るポイントが焦点化され、「学びのデザインシート」と同様、教

科の専門性を問わない授業検討が可能になります。 

 

イ 使用方法 

・授業前と授業後の学習課題に対する考えを、生徒に記録させておきます。 

・３人（例えば、理解度の異なる３人、同一グループに所属する３人などが考えら

れます）の生徒を抽出して授業前後の考え（学習課題に対する回答）をシートに

記入し、授業前に教員が想定した生徒のあらわれと比較しながら、授業を振り返

ります。（➊） 

・生徒のあらわれから見えてきた授業の成果や課題、改善案について、授業設計診

断の４項目ごとに記入し、授業設計を振り返ります。（➋） 

 

ウ 留意点 

・校内研修等、教科を越えて多くの先生方で代表授業について検討を行うことで、

多様な視点からの議論をすることができます。 

・「学びのデザインシート」を併せて用いることで、想定した生徒のあらわれと比

較しながら、「なぜできたのか」「なぜできなかったのか」を振り返ることができ、

授業改善が進めやすくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学びのデザインシート」、「授業実践振り返りシート」については、総合教育センター

の Web サイトから記入例、授業実践例がダウンロードできます。 

 

http://www.center.shizuoka-c.ed.jp/index.php?page_id=226 
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 (3) 「資質・能力の育成につなげるカリキュラム・マネジメント」ワークシート１ 

【シート（高－３）】 

ア ねらいと特徴 

目指す学校像（学校教育目標）から、育成すべき資質・能力への意識を高め、教

科指導について見直すことにより、授業を中心に校内の様々な営みがつながり、そ

のつながりが見えるようになるためのシートです。 

教科横断的な視点をもつことを促し、カリキュラム・マネジメントにつなげるこ

とができます。教科横断という場合、「学習内容」や「学び方」などでつなぐこと

も考えられますが、このシートでは、「資質・能力 ＝ 育てたい力」でつなげてい

きます。 

 

イ 使用方法 

・一番上に、各学校の「目指す学校像（学校教育目標）」を記入します。（➊） 

・教員それぞれが各教科の学習場面で、どのような資質・能力が育成できるのかを

三つの柱で抽出、記入します。（➋） 

・総合的な学習の時間、特別活動、ＩＣＴ活用、地域の人的・物的資源などとのつ

ながりについても考えられるものを記入します。（➌） 

・記入が終わったところで、目指す学校像（学校教育目標）を軸にして改めて全体

を眺め、横断的かつ俯瞰的につなげていく視点を全体で共有します。 

 

ウ 留意点 

   ・校内研修で実施する場合は、学年部単位など異なる教科のメンバーでのグループ

編成をお勧めします。 

   ・このシートを用いて全体を俯瞰できたら、これを踏まえて、教科ごとのまとまり

で、教科で育成すべき資質・能力についてさらに深く協議したり、入学から卒業

までの段階を追って、年間指導計画の見直しを図ったりすることなどが実施でき

ると、さらにカリキュラム・マネジメントが進みます。 
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 (4) 「資質・能力の育成につなげるカリキュラム・マネジメント」ワークシート２ 

【シート（高－４）】 

ア ねらいと特徴 

前出の【シート（高－３）】と同様、教科を横断した資質・能力の育成を促進す

るカリキュラム・マネジメントのためのシートです。教科の枠を越えて、一人の生

徒をどう育てるかを共有することをねらっています。 

目指す学校像と各教科の授業との間にある隔たりを埋めるため、「目指す学校像

（育成を目指す生徒の姿）」を具体化する、「〇〇高校の生徒に育成すべき資質・能

力」の欄を設けています。また、生徒一人ひとりを主語にするために、生徒モデル

を想定します。その学校によく見られる生徒モデルから、育てたい生徒像に向かっ

て足りない力を洗い出して、授業における学習活動を再検討するものです。 

 

イ 使用方法 

・表の上部に目指す学校像（育成を目指す生徒の姿）を記入します。（➊） 

・目指す学校像に照らして生徒に身に付けさせたい力について共通理解を図り、「○

○高校の生徒に育成したい資質・能力」を具体的に記入します。（➋） 

・想定した生徒モデルから、その生徒の実態（現状では育成または発揮できていな

い資質・能力）を表の下部に記入します。（➌） 

・生徒が「育成したい資質・能力」を発揮するために、担当教科では授業において

どのようなアプローチができるかを考え、「この力を付けるために、このような

指導・取組が考えられる」という具体的な書き方でそれぞれの教科について記入

します（同じ教科が複数になっても構いません）。（➍） 

・それぞれの教科のアプローチが、目指す学校像につながっているか（縦の視点）、

教科間にはどのようなつながりが見出せるか（横の視点）を協議し、横断的かつ

俯瞰的につなげていく視点を全体で共有します。 

 

ウ 留意点 

・【(3)ウ再掲】校内研修で実施する場合は、学年部単位など異なる教科のメンバー

でのグループ編成をお勧めします。 

   ・【(3)ウ再掲】このシートを用いて全体を俯瞰できたら、これを踏まえて、教科ご

とのまとまりで、教科で育成すべき資質・能力についてさらに深く協議したり、

入学から卒業までの段階を追って、年間指導計画の見直しを図ったりすることな

どが実施できると、さらにカリキュラム・マネジメントが進みます。 

・授業力向上研修（平成29年12月８日開催）では、特徴の異なる３種類の目指す学

校像と、それぞれに２人ずつの生徒モデルを用意しました（資料はＤＶＤに収録）。

当日は、希望により編成した目指す学校像ごとのグループで、検討する生徒モデ

ルを１人選択して研修を進めました。校内研修で実施する場合は、所属校に応じ

た生徒モデルが用意されると、より臨場感が増します。(⇒ Column 5 へ) 
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 (5) 何から始める？「カリキュラム・マネジメント」（高等学校編） 

【シート（高－５）】 

ア ねらいと特徴 

所属校のカリキュラム・マネジメントに係る取組状況について、現状と課題を整

理し、改善の手掛かりを得るためのチェックシートです。 

Ⅰ 自身や学校の「これまで」を見る【現実編】では、カリキュラム・マネジメント

を推進する上で意識されるとよいポイントを、Ａ～Ｅの５つの要素に分けて整理し

ています。自身及び所属校全体の実態をチェックします。 

Ⅱ 実践に向けて「これから」を見通す【展望編】では、カリキュラム・マネジメン

トの推進に向けて実現しているとよい取組を、Ａ～Ｃの３つの要素に分けて整理し

ています。所属校の実現状況に応じて、必要度をチェックします。 

 

イ 使用方法 

・Ⅰでは、Ａ～Ｅの５つの要素からなる各項目について、「個人」と「所属校全体」

とに分け、〔あてはまる／どちらかといえばあてはまる／どちらかといえばあて

はまらない／あてはまらない／よく分からない〕のいずれかに○を付けます。

（➊） 

Ａ 新学習指導要領の理念 

Ｂ 目指す学校像と資質・能力の育成 

Ｃ 授業計画・実践 

Ｄ 授業分析 

Ｅ 学校評価・改善 

   ・Ⅱでは、まず「目指す学校像（学校教育目標）」を記入します。（➋） 

・ Ａ～Ｃの３つの要素からなる各項目について、必要度〔既に取り組んでいる／ぜ

ひ取り組みたい／できれば取り組みたい／取り組みたいが難しい／取り組むこ

とは不可能／よく分からない〕のいずれかに○を付けます。 

・ 色の付いた項目は、土台として特に重要です。（➌） 

     Ａ 育成すべき資質・能力の明確化・共有化 

     Ｂ 全教員参加による授業研究（計画・実践・分析） 

     Ｃ 資質・能力育成に向けた教科横断 

・Ⅲでは、１～３の視点から振り返り、自校のカリキュラム・マネジメント推進に

向けて改善の見通しをもちます。（➍） 

 

ウ 留意点 

 ・Ⅱの各項目の順序性は緩やかなものです。所属校の実情や生徒の実態に応じて必

要な取組を、往還しながららせんを描くように繰り返して実施することが、ＰＤ

ＣＡサイクルを回していくことにつながります。 

・管理職や教務主任・研修主任等、校内でカリキュラム・マネジメントを推進する

立場にある人だけでなく、全教職員による校内研修等でも使用できます。 
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３ 特別支援学校 研修シート  

 

(1) アクティブ・ラーニングの視点からの授業設計シート【シート（特－１）】 

ア ねらいと特徴 

「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指し、リーフレットの授業設計診断の４

項目を意識して授業を設計するためのシートです。 

１時間の授業や１単元の終了時の子どものあらわれを想定して、そのあらわれを引

き出すための４項目に着目しながら授業を設計します。 

 

イ 使用方法 

・対象と教材のねらいを簡潔に記入し、実態を整理します。（➊） 

・子どもはどんなことを解決したいと思っているか記入します。また、授業開始時

に想定される子どものあらわれを育成すべき資質・能力の三つの柱の視点で記入

します。課題は、子どもにとって解決する必然性があり、人や物とのやりとりが

あることで「解決したい課題や問い」となっているか検討しましょう。（➋） 

・子どもはどのような「学習の成果」を得るか、授業終了時に想定される子どもの

あらわれを育成すべき資質・能力の三つの柱の視点で記入します。知っているこ

とやできることが増え、子どもが自分の成長を実感したり、次に知りたいことや

できるようになりたいことを見つけたりできる展開になっているか検討しまし

ょう。（➌） 

・課題を解決する上で必要な「考えるための材料」、想定される活動、教員の押さ

えを記入します。その材料は、複数の視点から考えることを促すか、「深い学び」

につながるか検討しましょう。材料を記入する欄が３つありますが、すべてに記

入する必要はありません。（➍） 

・「考えるための材料」を提供したとき、課題を解決するためにどのような「対話

と思考」が起こりそうかを記入します。（➎） 

・授業終了時に想定される子どものあらわれが引き出せるか、子どもの思考に沿っ

た深い学びにつながる展開となっているか、全体を見直します。 

  

ウ 留意点 

・➊から➎までを、見直しながら検討してください。 

・子どもの実態に合わせて活用してください。 

 

 

 

 

 

授業設計 

152



 

➊ 

➋ 

➌ 

➍ 

➎ 

153



 (2) アクティブ・ラーニングの視点からの授業実践記録シート【シート（特－２）】 

ア ねらいと特徴 

実践後にリーフレットの授業設計診断の４項目が有効であったかを振り返るた

めのシートです。 

子どものあらわれから成果や課題を整理することで、授業改善につなげます。 

 

イ 使用方法 

・「解決したい課題や問い」を提示した場面について、子どものあらわれを記入し

ます。課題についてどのような考えをもっていたか、どのように受け止めていた

かが分かるあらわれを記入しましょう。表情や行動から子どもの考えが分かる写

真やワークシート、作品などがあればシートに載せます。（➊） 

・「解決したい課題や問い」についての教員の評価を記入します。課題は、子ども

が知りたい、できるようになりたいと思う課題であったか振り返りましょう。改

善点があれば記入しておきます。（➋） 

・「考えるための材料」「対話と思考」「学習の成果」についても同様に振り返りま

す。 

・もう一度同じ授業を行うとしたらどこを改善するかという視点に立ち、実践を振

り返ります。（➌） 

 

ウ 留意点 

・複数の教員で子どものあらわれを確認し、設計した授業によって子どもが深く学

べそうか、また改善点があるとすればどこかを検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「アクティブ・ラーニングの視点からの授業設計シート」、「アクティブ・ラーニングの

視点からの授業実践記録シート」については、総合教育センターの Web サイトから授業

実践例がダウンロードできます。 

 
http://www.center.shizuoka-c.ed.jp/index.php?page_id=226 
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(3) カリキュラム・マネジメントワークシート 

ワークシート１ 資質・能力を育てるためのカリキュラム・マネジメント 

【シート（特－３）】 

ワークシート２ 「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善 

【シート（特－４）】 

ワークシート３ 教科横断的に取り組む資質・能力の育成 

【シート（特－５）】 

ア ねらいと特徴 

ワークシート１は、学校教育目標を実現するために、「学習指導要領から教育内

容を明確にする段階」と「指導計画を作成する段階」の２つの段階を確認し、課題

を整理するためのシートです。 

ワークシート２は、「主体的・対話的で深い学び」を実現するために、授業検討

会で授業を振り返る際に活用するためのシートです。学習過程可視化法に基づきま

す。 

ワークシート３は、資質・能力を確実に育成するために、各領域・教科がどのよ

うに配置されるか計画したり、確認したりするためのシートです。 

 

イ 使用方法 

・ワークシート１は、改善が必要だと考える項目にチェックを入れ、課題を洗い出

します。シートにはおおよその検討内容を記していますが、好循環を生み出すに

は、どこの組織と連携を図るか、どのようなＰＤＣＡサイクルを確立すればよい

か具体的に検討します。 

・ワークシート２は、実践後、授業の流れに沿って（横軸）子どもの学びがどの程

度深まったか（縦軸）を検討します。 

手順１ 目標に関連する子どもの行動や発言などを記入した付せんを横軸に沿

って貼りながら、子どものあらわれや変容を共有していきます。（➊） 
手順２ 子どものあらわれや変容の原因を、授業設計診断の４項目に沿って分析

します。その際、授業者が設計した「解決したい課題や問い」や、準備し

た「考えるための材料」などが、「主体的・対話的で深い学び」につなが

り、授業のどの場面で資質・能力が発揮されたかを可視化します。期待し

ていた変容が認められない場合には、その原因や改善策について、検討す

るとよいでしょう。（➋） 

・ワークシート３は、実践する授業を中心に、他の領域や教科とのつながりを計画

したり整理したりすることで、資質・能力を育成する教育資源を効果的に組み合

わせて確認します。 

 

ウ 留意点 

・カリキュラム・マネジメントは、すべての教職員で取り組むことが大切です。異

なる立場の教員が互いの意見の相違に気付き、課題を共有することから始め、目

標の達成や改善に向けてＰＤＣＡサイクルを確立しながら進めていきましょう。 

カリマネ 

カリマネ 

カリマネ 
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